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　0.2 nm から 200 nm の真空紫外・軟Ｘ線を極端紫外
光とよびます。極端紫外光は化学結合のエネルギー
に匹敵し、物質との相互作用が本質的に大きいので、
分子やクラスターの電子状態を調べる際の絶好のプ
ローブとなります。また、あらゆる化学結合を切断
できるので、新規の反応経路を開発し機能性に富む
物質を創生できる可能性があります。高速運動する
電子から放出されるシンクロトロン放射（放射光）
は理想的な極端紫外光源であり、これを用いて多く
の分子科学研究がなされてきました。日本はまだ
レーザーが全盛ですが、ＵＶＳＯＲとＰｈｏｔｏｎＦａｃｔｏｒｙ
に加えてＳＰｒｉｎｇ－８やＨｉＳＯＲが稼動し始めたことも
あり、これからは極端紫外域に興味を持ち、高輝度
光源を利用して新たな展開を計る研究者が年々増加
していくものと思われます。
　分子科学研究所は時代を先取りして放射光の化学
への基礎的応用に注目し、「Chemical Machine」と呼ば
れる ＵＶＳＯＲを１５年以上に渡って維持・強化し続け
てきました。この恵まれた環境の下、私達は２本の
分光ラインと１本の共用アンジュレータラインを占
有し、多岐に渡る成果を上げてきました。おもな研
究テーマとライン名、および付随して開発した装置
を以下に示します。①分子やクラスターの光解離ダ
イナミクス（ＢＬ２Ｂ２）高分解能斜入射分光器及び正
負イオン同時計測装置とフラーレン昇華装置；②超
励起状態等が関与する光イオン化と解離のダイナ
ミックス（ＢＬ３Ｂ）２次元掃引光電子分光装置と偏
極原子の光イオン化装置；③レーザーと軌道放射を
組み合わせたポンププローブ実験（ＢＬ３Ａ２）モード

ロックチタンサファイアレーザーとアンジュレータ
光の同時照射システム。レーザー誘起蛍光分光およ
び共鳴多光子イオン化分光装置。
　極端紫外光を吸収して生成する励起イオンや超励
起分子は、大きな内部エネルギーを持つため、多重
イオン化、分子解離、発光、内部転換、異性化など
の崩壊過程を経由して安定化します。従って、私達
の研究では電子・イオン・光・中性種など様々な信
号を観測しますし、異種の信号を同時に計測する場
合すらあります。こういった理由で、測定手法を一
つに絞れないという苦労はありますが、将来研究者
を目指す大学院生にとって豊富な経験を積める場を
提供できるものと自負しています。極端紫外域にお
けるクラスター・フラーレン・ラジカル・正負イオ
ンの動的振舞いに興味を持つ若手が、放射光科学へ
参入してくださることを期待しています。
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